
 

 

君たちにいくつかの資料を提示します。 

それぞれの資料は、君たちに何をうったえているのでしょうか？  考えてみよう。 

 

 

１年生学年だより 

平成 27 (2015)年９月１日（火） 

第２４号 

吹田市立第二中学校第一学年 

戦渦の子どもたちが望んだもの・・・ 

 平和で豊かな日本に住む私たちは、自分のいる環境が世界の中では奇跡的に恵まれていることに

気づかず、ごく当たり前の平凡なこととして受け取りがちです。だから自分の幸運を粗末にあつかってし

まいます。私は生徒たちに「君たちがこうして毎日、勉強できることを当たり前のことと思うのは間違いだ

よ」という話をよくしました。ひきあいに出したのが、アフガン戦争の話です。 

当時は、アフガニスタンに、ソビエト（現在のロシア）軍が侵攻して起こったアフガン戦争の最中でした。

この戦争は１９７９年から１０年間続いたもので、市民たちは毎日、頭上を弾丸が飛び交う恐怖にさらさ

れていました。もちろん、子どもたちだって同じ。今日は無事でも、明日は鉄砲で撃たれて死ぬかもしれ

ない。そんな状況にありました。そうした中、海外のマスコミの報道記者が、子どもたちに 

「今、一番望んでいることは、何？」 

という質問をしました。テレビをみていた私は、子どもたちの答えを想像しました。 

「早く平和になってほしい」「命を保障してほしい」「おなかいっぱい食べたい」 

こんな答えが出てくると思っていました。 

しかし、みな口をそろえてこう答えたのです。 

「学校に行きたい・・・学校に行って、友達と勉強がしたい」 

これが子どもたちの願いだったのです・・・・・・ 

      （木下晴弘著「涙の数だけ大きくなれる！」フォレスト出版より） 
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